
 

 

 

 

 

 

 

 

 

一人一人の色が輝く２学期に 

瀬戸市立長根小学校長 三宅 勝之 
  

２学期の始業式も、「カラフル」という言葉をテーマに話をしました。夏休み中、子どもたちはそれ

ぞれ違う経験をしてきました。家族との時間、新しい挑戦、友達との思い出、楽しかったことや悩ん

だことなど、一人一人が自分だけの夏休みを過ごしました。その経験の一つ一つが新しい色となり、

子どもたちはさらに「カラフル」になっています。そして、そのカラフルさは表現することで周りに見え

るものとなります。言葉で伝える、文章にする、絵や作品で表す、体を使って表現するなど、様々な

方法があります。２学期は、自分の思いや考えを積極的に表現するとともに、友達の考えや感じ方

にも耳を傾けてほしいと伝えました。それにより、自分とは違う友達のカラフルさに出会うことがで

きます。互いの違いを認め合い、お互いの世界を広げながら成長していける２学期にしたいと考え

ています。 

 

全国学力・学習状況調査の結果から 

４月に実施された全国学力・学習状況調査の結果が公表されました。本校の児童は、授業に前

向きに取り組む姿が見られる一方、家庭での学習時間に課題があることが分かりました。 

平日に学校の授業以外で「全く勉強しない」と回答した児童の割合は全国平均を大きく上回り、

「３０分未満」と回答した児童も全国平均より多い結果でした。また、土日についても同様の傾向

が見られました。 

学力は、学校で学んだことを家庭で振り返り、繰り返し活用することで定着していきます。よく家

庭学習の時間は「学年×１０分」が目安と言われています。しかし、大切なのは時間だけではありま

せん。毎日少しでも机に向かい、その日の学習を振り返る習慣を身に付けることが大切です。 

学校でも授業改善や家庭学習につながる指導を進めてまいります。ご家庭でも、お子さんの頑

張りを認め励ましながら、学習習慣づくりにご協力いただければ幸いです。 

夏休みの経験が子どもたちをカラフルにしたように、日々の学びもまた子どもたちの色を増やし

ていきます。学校と家庭が力を合わせ、一人一人がさらにカラフルに成長できるよう支えていきた

いと思います。 
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